
脳情報復号化プロジェクト	
Neural Decoding Project 

～身体を介さない情報通信の実現を目指して～	

● 背景と目的 

● 特長	

● 今後の予定	

脳情報通信総合研究所	
脳情報研究所	

・多様な用途に適用可能な高精	
  度復号化アルゴリズムを開発し、	
  高次の認知機能や主観的心理	
  状態の解読をおこないます。	

・解読結果を利用するアプリケー	
  ション、および、ユーザフレンドリ     
  なインタフェースの開発をすすめ 
  ます。	

・刺激や課題を与えたときの脳	
  活動を記述する従来の方法と	
  は逆に、脳活動から情報を解	
  読（デコード）するアプローチ	
  です。	

・低解像度の非侵襲計測から	
  でも詳細な脳内情報表現の	
  解読を可能とする復号化技術	
  です。	

・特別な訓練を必要としない、	
  非（低）侵襲な脳-機械インタ	
  フェース（Brain-Machine  
  Interface, BMI）です。	

・アンケートなどでは計測でき	
  ない人の心理状態を脳活動	
  パターンから解読できます。	

人の知覚や意図、心理状態な
どを脳活動から予測する脳情
報復号化（デコーディング）技
術を開発し、この技術を利用し
た脳機能の解明を進めると同
時に、身体運動や発声を介さ
ない新たな情報通信技術の確
立を目指します。	



（　　　　　　との共同研究）	
	

何をしているか？ 脳情報でロボットを操作	

グー	 チョキ	 パー	

MRI画像 
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じゃんけん運動に 
関係する部分を抽出 

ロボット 
に指令 

じゃんけん運動 

fMRIを用いて 
脳活動を計測 

人と同じじゃんけん運動 

何を意図しているか？　頭蓋内電極を用いた脳-機械インタフェース	

電動義手
を制御 

復号化アルゴリ
ズムによる解析 

皮質脳波
（ECoG）を計

測 

（    大阪大学脳神経外科との共同研究）	
	

Elbow + grasp	

grasp	open	

grasp	

どう感じているか？脳活動パターンに基づくデザインの最適化	

富士山 

初期の
ロゴ 

富士山の力強さ
を備えたロゴ？ 

“Template” 
脳活動 

誤差が小さくなるよ
うにロゴのデザイン
パラメータを変化さ
せる 

反復
 

脳活動に 
最適なロゴ 

デザインパラメータ例	

提示 

fMRIを用いて 
脳活動を計測 

A 高さ	

幅	

角度	

色、　
太さ等	

目標の脳活動を計測 
（富士山のイメージを表現する脳活動） 



連絡先：脳情報研究所　担当 神谷之康　Ｅ-Ｍａｉl：kmtn＠atr.jp 
本研究開発は、文科省脳科学研究戦略推進プログラムMEXT、総務省SCOPE、日産科学振興財団、 

 Honda Research Institute Japan、(株)本田技術研究所の支援により実施したものです。 
また、MRI関連で(株)ATR-Promotions脳活動イメージングセンタ事業部(BAIC)の協力がありました。 	

脳情報を共有する　脳情報データベース	

画像を提示 

再構成画像 

fMRIを用いて 
脳活動を計測 

　提示画像のコントラストパターン	

再構成アルゴリズム 
による解析 

何を見ているか？ 脳画像から視覚像を再構成	

	

どの物体を見ているか？ 一般物体復号化	

	
視覚特徴量予測	 
アルゴリズム	 

一万種類以上の物体カテゴリの	 
復号化が可能	 

視覚特徴パターン	 
照合アルゴリズム	 脳活動ベースのweb検索システムへ	 ウェブ画像データベース	 

視覚特徴セットを抽出	 

・	・	・	・	・	・	

　再構成したコントラストパターン	

www.brainliner.jp	実験データ	

アップロード	 ダウンロード	

検索	 

プレビュー	 

情報共有	 

新規の解析手法	 
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